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Ｑ
市
内
に
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
は

い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
？

①
約

個
１７０

②
約
１
７
０
０
個

③
約
１
万
７
０
０
０
個

平
成
５
年
に
市
内
一
部
区
域
で
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て（
供

用
開
始
）以
来
、
今
年
で

周
年
を

２０

迎
え
ま
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
の
数
は
、

下
水
道
が
使
え
る
範
囲
に
比
例
し
て

増
え
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
普
及
率

は

・
７
％
、
水
洗
化
率
は

・
３

７４

８７

％
に
な
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
数
は
約

１
万
７
０
０
０
個
に
な
り
ま
し
た
。

※
普
及
率
：
安
城
市
の
人
口
の
う
ち

下
水
道
が
使
え
る
区
域（
処
理
区

域
）内
の
人
口
の
割
合

水
洗
化
率
：
処
理
区
域
内
の
人
口

の
う
ち
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る

人
口
の
割
合

■問諮

下
水
道
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
４
７
）

７１下
水
道
建
設
課

（
緯〈

〉２
２
４
８
）

７１

川
や
海
を
汚
す
最
大
の
原
因
は
、

食
器
を
洗
っ
た
水
、
ト
イ
レ
の
水
な

ど
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
で
す
。

下
水
道
は
、
こ
の
汚
れ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
か
ら
海
や
川
な
ど
の
自

然
に
帰
し
ま
す
。
き
れ
い
な
自
然
を

未
来
ま
で
残
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
も

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
の
役
割

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
安
城
七

夕
親
善
大
使
が
啓
発
活
動
を
し
ま
す
。

●
と
き

９

月

日
昇
午

１０
後
４
時
～
５

時

分
３０

●
と
こ
ろ

ア
ピ
タ
安
城

南
店（
桜
井

町
）

市
内
の
下
水
道
は
３
つ
の
処
理

区
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
各
家

庭
か
ら
流
れ
出
る
生
活
排
水
は
、

下
水
道
管
を
通
り
、
境
川
浄
化
セ

ン
タ
ー（
刈
谷
市
）、衣
浦
東
部
浄

化
セ
ン
タ
ー（
碧
南
市
）、矢
作
川

浄
化
セ
ン
タ
ー（
西
尾
市
）の
い
ず

れ
か
で
き
れ
い
に
処
理
を
し
て
、

海
に
流
し
て
い
ま
す
。

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

◆
生
活
排
水
は
、
ど
こ
へ
い
く
の
？

枝 三河万歳をイメージしたマ
ンホールふた（境川処理区）

止油ヶ淵の鴨を描いたマンホ
ールふた（衣浦東部処理区）

境
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
刈
谷
市
）

矢
作
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
西
尾
市
）

衣
浦
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
碧
南
市
）

安城市
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◆下水道を正しく使いましょう
下水道のつまりや、管の傷みの原因となるもの

を流さないようにしましょう。
●下水管がつまる原因 ティッシュペーパー、新
聞紙、生理用品、紙おむつ、野菜くず、食用油、
割り箸、ビニール袋、土砂など
●下水管が破裂する原因 ガソリン、灯油、シン
ナーなど揮発性が高いもの

自
宅
の
排
水
設
備
を
下
水
道
へ
接

続
す
る
際
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
詳
細
な
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
下
水
道
管
理
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助

下
水
道
へ
接
続
す
る
際
に
不
要
と

な
る
浄
化
槽
を
、
雨
水
貯
留
施
設
に

転
用
す
る
場
合
、
そ
の
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
額

工
事
費
の
３
分
の
２

（
上
限
あ
り
）

■
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
金
融
機
関
に
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、

返
済
に
掛
か
る
利
子
を
市
が
負
担
し

ま
す
。

●
融
資
限
度
額

万
円

５０

●
対
象

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
工

事
を
す
る
人

子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
川

を
残
し
た
い

古
井
町
内
会
長

杉
浦
正
之
さ
ん

ま
さ
ゆ
き

◆
下
水
道
接
続
の
効
果
が
出
て
い

ま
す私

の
家
は
３
年
前
に
下
水
道
に

接
続
し
ま
し
た
。
町
内
に
も
呼
び

か
け
、
多
く
の
人
に
接
続
を
促
し

て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
接
続
に
前
向
き
で
、

接
続
世
帯
の
増
加
と
と
も
に
、
側

溝
か
ら
の
悪
臭
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
蚊
な
ど
の
発
生
も
減

っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
今
ま
で
、

町
内
の
一
斉
消
毒
を
６
・
７
月
に

実
施
し
、
蚊
の
発
生
を
抑
え
て
い

ま
し
た
が
、
薬
剤
散
布
の
量
を
減

ら
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
す
の
は

私
た
ち
の
責
任

私
た
ち
が
幼
い
頃
は
、
よ
く
川

や
池
で
ポ
ン
ツ
ク（
魚
つ
か
み
）や

水
浴
び
を
し
た
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
や

シ
ジ
ミ
を
捕
っ
て
食
べ
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
川
で
魚
を
捕
っ
て

生
計
の
足
し
に
し
た
人
も
い
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
、
生
活
が
豊
か

に
な
る
に
つ
れ
、
川
を
汚
し
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
下
水
道
に
接

続
す
る
の
は
、
い
い
環
境
を
作
る

大
前
提
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
み
ん
な
で
や
ら
な
い
と

排
水
が
流
れ
て
い
く
の
は
自
然

の
川
や
海
で
す
。
だ
か
ら
地
域
の

み
ん
な
が
一
斉
に
取
り
組
ま
な
い

と
意
味
が
無
い
。
き
れ
い
な
水
が

自
然
に
帰
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま

た
近
所
の
川
で
捕
っ
た
魚
が
食
べ

ら
れ
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

枝 安城七夕まつりをイメージした
マンホールふた（矢作川処理区）

止市の特産品「いちじく」を
描いたマンホールふた

（福釜東部農業集落排水）

昔昔は魚がよく捕れたという、地元昔は魚がよく捕れたという、地元のの勢勢井井前前川川
せせ いい まえがまえがわわ


